
〝天気"60．7．

622

 

120

は，

誤字脱字の有無，参考文献や略語一覧の体裁などの確

認を主に実施しています．また，読み易さの観点から

著者に改訂をお願いする場合もあります．投稿された

シンポジウム原稿は，その受付から概ね１か月程度

（分量が多い原稿ではもっと長くかかることもありま

すが）で受理となり，印刷業者に入稿することになり

ます．毎号，この入稿の 切は前々月の中旬に設定さ

れています．つまり，７月号の 切は５月20日前後と

いうことになります．この 切を過ぎてしまうと掲載

が１か月先延ばしになってしまいます．

かくいう私，昨年11月にはじめて筆頭著者としてシ

ンポジウム記事を投稿しました．最終的に掲載された

のは今年の２月号．改稿作業に手間取ってしまったこ

ともあり，掲載までに４か月かかってしまいました．

投稿から４か月での掲載…．改稿をスムーズにできれ

ばもしかしたら１か月は短縮できたかもしれない，と

の反省もなきにしもあらず…．この経験も踏まえ，最

近の原稿確認においては，これら編集スケジュールを

著者にお知らせしながら，掲載までの期間を最適化で

きるよう意識するようにしています．

昨今，ブログやSNSなどのオンラインによる情報

発信が盛んではありますが，毎月3000名を超

編集後記：今月号にはシンポジウム記事が３本掲載さ

れています．シンポジウム記事の３本同時掲載は2009

年の10月号以来のことのようです．2003年から2012年

の10年間をみてみると，シンポジウム記事は月平均

1.4本のところ，４～６月に限っては月平均2.2本と

なっていました．年度末に研究集会が多く開催される

ということとリンクしているのでしょう．特に今年の

５月はシンポジウム欄への投稿が多く，担当３名，フ

ル稼働で編集作業（原稿確認）をこなしているところ

です．

シンポジウム記事の編集委員による原稿確認で

の存在意義は大きいと思います．もちろ

ん，情報発信の即時性という面でオンラインツールに

勝てるべくもありませんが，それでも１か月でも早く

掲載できるよう工夫を凝らして行きたいと思っていま

す．まだ「天気」への投稿経験のない方，参加した研

究集会の内容を簡単にまとめて，まずはシ

える会員

に配布され，多くの気象学者の目に触れる（少なくと

も記事表題と著者名は目に入る）ことが確実な印刷媒

体「天気」

してみてはいかがでしょうか．担当一同，お

待ちしております． （青栁曉典)
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九州支部「第13回気象教室」のお知らせ

日本気象学会九州支部で

テーマで気象教室を下記の

とおり開催します．最新の情報や最先端の研究結果に

ついて，２名の講師に解説を行っ

校生以上を対象とし

た「気象教室」を毎年夏に開催しています．今年は

「最近の話題から」という

．

当日，会場に直接お越しください．

５．問合わせ先：日本気象学会九州支部事務局

（福岡管区気象台 技術部気候・調査課内）

Tel：（092）725-3614

Fax：（092）725-3163

E-mail：info＠msj-kyushu.jp

九州支部ホームページ：http://msj-kyushu.jp

ていただきます．多

数のご参加をお待ちしております．

１．日時：2013年８月３日（土）13時30分～16時00分

２．会場：福岡市中央区天神４丁目６番７号

天神クリスタルビル（３階Aホール）

３．講演内容：テーマ「最近の話題から」

１）近年に着目したPM2.5のモデリング研究

講演者：九州大学応用力学研究所 地球環境力学部門

原 由香里 助教

２）平成24年７月九州北部豪雨の発生要因

講演者：気象庁気象研究所 予報研究部第三研究室

加藤輝之 室長

４．申し込み

事前申し込みは不要です（参加費無料）


